
 
 

 

図１ 窒素循環活性を示すレーダーチャート 

図２ パターン判定と評価 

分野：野菜・花き

土壌の生物性を評価する SOFIX（土壌肥沃度指標）技術による

肥料コストの低減と増収効果

試験研究計画名：生物性を評価できる土壌分析・診断技術の開発および実証

地域戦略名　　：新たな土壌診断技術の開発による、生産性の向上

研究代表機関名：学校法人立命館

地域の競争力強化に向けた技術開発のねらい：

農業にとって最も重要な「土作り」においては、土壌の化学性、物理性、生物性を総合的、科学的に

診断し、適切に処方することが重要です。しかし、従来の土壌診断技術は、化学性、物理性を中心にし

た分析で、生物性を分析する手法が十分に確立できていませんでした。SOFIX（土壌肥沃度指標、Soil 

Fertile Index）技術は、土壌の生物性を科学的に分析し、化学性、物理性の分析と併せて、土壌の改

善の処方まで提案できる技術です。また、堆肥、有機資材についても、MQI（堆肥品質指標）、OQI（有

機資材品質指標）にもとづく分析、評価を可能にしました。その狙いは次の通りです。

①土壌や堆肥の状態を数値で見える化し、勘や経験にたよらない再現性のある有機農業や環境保全型

農業を実現する。

②土壌を豊かにすることで、農産物の収量増加、品質の向上を図る。

③適切な施肥により肥料コスト低減を図る。

開発技術の特性と効果：

SOFIX（土壌肥沃度指標）は、土壌の化学性や物理性の指標と併せて、生物性について、①総細菌数（土

壌中の細菌の DNA

量を指標として土

壌中の生きた微生

物（細菌）数を定

量）、②微生物によ

る窒素循環活性（図

１）、③微生物に

よるリン循環活性、

④微生物のエサと

なる土壌中の有機物量――を指標と

して定量的に分析し、9 つのパターン

に判定に基づく評価づけを行い（図

２）、適切な量の堆肥や有機資材を施

肥する処方箋を作成することができ

ます。

総細菌数が検出限界以下となる土壌

については、精密診断（当該土壌での

微生物増殖実験等）によってその原因

を明らかにし、微生物回復の可能性を

ステージ 2～ 5に分けて評価します。

土壌の生物性評価技術コンソーシアム



 

 

図３ 試験圃場 HAMA40における対照圃場（慣行）と実証圃場

（SOFIX）全炭素量・総細菌数・全窒素量の推移 

収量の推移 表１ HAMA40 の肥料コストの比較 

開発技術の経済性：

研究プロジェクトに参加した

静岡県浜松市の実験圃場HAMA40

（2017・2018 年度はサニーレタ

ス 2019 年度はグリーンリーフ

レタス）の対照圃場（慣行農法）

と実証圃場の事例を示します。

実証圃場では、SOFIX 分析を踏

まえて作成した処方箋に基づく

堆肥の適切な施用により、土壌

中の有機物や総細菌数を増加さ

せた結果、対照圃場に比べて収

量を増加させ（図５）、肥料コ

ストを低減することができまし

た（表１）。

こんな経営、こんな地域におすすめ：

本技術が想定している農業経営体は、有機農

業や循環型農業、環境保全型農業を志向する農

業法人や農家、地域などです。

技術導入にあたっての留意点：

有機物が比較的少ない土壌や長年、化学肥料や農薬を使用し続けた土壌においては、全炭素量

12,000mg/kg、全窒素量 1,000mg/kg、総細菌数 2 億個 /g 以上の水準になるまで処方箋にしたがって計

画的、段階的に有機物を投入していく必要があり、収量やコスト削減の効果が出るまで一定の時間が必

要です。また、地域ごとに良質で安定的な堆肥等の発掘・確保が不可欠となります。SOFIX分析の申込は、

一般社団法人 SOFIX 農業推進機構ホームページより手続してください。価格（税込）は、1検体 36,300

円（会員価格 33,000 円）。初回限定価格は、1検体 11,000 円（３検体まで）。通常処方診断 16,500 円（会

員価格 11,000 円）、精密処方診断 1件 66,0000 円（会員価格 55,000 円）。

研究担当機関名：立命館大学、（一社）SOFIX 農業推進機構

お問い合わせは：〇立命館大学研究部リサーチオフィス
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